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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 ケイ素で縮環されたポリジフェニルアミン化合物、及び該化合物を用いた有機薄膜素子

(57)【要約】
【課題】  発光素子等の電子素子の構成材料として有用
な材料を提供する。
【解決手段】  下記式（１）及び（２）で表されるフェ
ナザシリン化合物を主鎖の骨格とする重合体。
【化１】

【化２】

（前記式中、Ｒ
1
及びＲ

2
はそれぞれ独立にアルキル基、

アリール基、アルコキシ基、アリーロキシ基を示し、Ｒ

3
はアリール基を示し、ｎは平均重合度で３～３０００
０の数を示す）
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  下記一般式（１）で表される５，１０－
ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリン化合物を主鎖骨格とす
る重合体。
【化１】

（式中、Ｒ
1
及びＲ

2
はそれぞれ独立にアルキル基、アリ

ール基、アルコキシ基又はアリーロキシ基を示し、ｎは
平均重合度で３～３００００の数を示す）
【請求項２】  下記一般式（２）で示される５－メチル
アリール－５，１０－ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリン
化合物を主鎖骨格とする重合体。
【化２】

（式中、Ｒ
1
及びＲ

2
はそれぞれ独立にアルキル基、アリ

ール基、アルコキシ基又はアリーロキシ基を示し、Ｒ
3

はアリール基を示し、ｎは平均重合度で３～３００００
の数を示す）
【請求項３】  請求項２の５－メチルアリール－５，１
０－ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリン化合物を主鎖骨格
とする重合体を、脱アリールメチル化することを特徴と
する請求項１に記載の５，１０－ジヒドロ－５Ｈ－フェ
ナザシリン化合物を主鎖骨格とする重合体を製造する方
法。
【請求項４】  下記一般式（３）で表される５，１０－
ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリン化合物をニッケル錯体
を用いて脱ハロゲン化縮合反応させて重合することを特
徴とする請求項２に記載のポリフェナザシリン化合物の
合成方法。
【化３】

（式中、Ｒ
1
及びＲ

2
はそれぞれ独立にアルキル基、アリ

ール基、アルコキシ基又はアリーロキシ基を示し、Ｒ
3

はアリールメチル基を示し、Ｘはハロゲン原子を示す）
【請求項５】  請求項１又は請求項２に記載の重合体を
構成要素に用いた有機薄膜エレクトロクロミック素子。

2
【請求項６】  請求項１又は請求項２に記載の重合体を
構成要素に用いた有機薄膜発光素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、５，１０－ジヒド
ロ－５Ｈ－フェナザシリン（以下フェナザシリン）化合
物を主鎖骨格とする重合体に関するものであり、この重
合体は耐熱性を持つとともに、有機薄膜発光素子の正孔
輸送特性を保有する素材として利用できる。
【０００２】
【従来の技術】主鎖骨格にジフェニルアミンを持つ下記
式で表されるポリマーの合成については、Ｍａｃｒｏｍ
ｏｌｅｃｕｌｅｓ １９９８， ３１， ９８８－９９３
にて報告されている。このポリマーのＮＭＰ（Ｎ－メチ
ル－２－ピロリドン）溶液は高い蛍光量子収率を示すこ
とが報告されている。
【０００３】
【化４】

【０００４】ケイ素で縮環されたジフェニルアミン誘導
体であるフェナザシリン化合物は、特開平８－３０２３
３９号公報、特開平１０－２１８８８４号公報で、発光
素子の正孔輸送材料として好適に用いられることが記載
されている。また、発光素子の構成材料として用いた際
に、通常の低分子化合物が時間の経過とともに結晶化
し、界面が凸凹になることから電気短絡を起こすという
欠点があるのに対し、フェナザシリン化合物は高いガラ
ス転移温度Ｔｇを持つことから、経時変化と共に結晶化
の進行の少ないことが特徴となっていた。
【０００５】ポリアニリンを初めとする芳香族アミン型
ポリマーは、高い電気活性を示すが、一般の有機溶媒へ
の溶解性が低いため、膜形成がしにくく、素子化が難し
いという問題があった。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、膜形成性に
すぐれたフェナザシリン化合物、その製造方法を提供す
るとともに、該フェナザシリン化合物からなる有機薄膜
素子を提供することをその課題とする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明者らは、前記課題
を解決すべく鋭意研究を重ねた結果、本発明を完成する
に至った。即ち、本発明によれば、下記一般式（１）で
表される５，１０－ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリン化
合物を主鎖骨格とする重合体が提供される。
【化５】
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（式中、Ｒ
1
及びＲ

2
はそれぞれ独立にアルキル基、アリ

ール基、アルコキシ基又はアリーロキシ基を示し、ｎは
平均重合度で３～３００００の数を示す）
また、本発明によれば、下記一般式（２）で表される５
－メチルアリール－５，１０－ジヒドロ－５Ｈ－フェナ
ザシリン化合物を主鎖骨格とする重合体が提供される。
【化６】

（式中、Ｒ
1
及びＲ

2
はそれぞれ独立にアルキル基、アリ

ール基、アルコキシ基又はアリーロキシ基を示し、Ｒ
3

はアリール基を示し、ｎは平均重合度で３～３００００
の数を示す）
さらに、本発明によれば、前記一般式（２）の５－メチ
ルアリール－５，１０－ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリ
ン化合物を主鎖骨格とする重合体を、脱アリールメチル
化することを特徴とする前記一般式（１）の５，１０－
ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリン化合物を主鎖骨格とす
る重合体を製造する方法が提供される。さらにまた、本
発明によれば、下記一般式（３）で表される５，１０－
ジヒドロ－５Ｈ－フェナザシリン化合物をニッケル錯体
を用いて脱ハロゲン化縮合反応させて重合することを特
徴とする前記一般式（２）のポリフェナザシリン化合物
の合成方法が提供される。
【化７】

（式中、Ｒ
1
及びＲ

2
はそれぞれ独立にアルキル基、アリ

ール基、アルコキシ基又はアリーロキシ基を示し、Ｒ
3

はアリールメチル基を示し、Ｘはハロゲン原子を示す）
さらにまた、本発明によれば、前記一般式（１）又は
（２）の重合体を構成要素に用いた有機薄膜エレクトロ
クロミック素子が提供される。さらにまた、本発明によ
れば、前記一般式（１）又は（２）の重合体を構成要素
に用いた有機薄膜発光素子が提供される。
【０００８】前記一般式（１）～（３）において、Ｒ

1

及びＲ
2
で表されるアルキル基としては、メチル、エチ

4
ル、ｎ－またはｉｓｏ－プロピル、ｎ－、ｉｓｏ－また
はｔｅｒｔ－ブチル、ｎ－、ｉｓｏ－またはｎｅｏ－ペ
ンチル、ｎ－ヘキシル、シクロヘキシル、ｎ－ヘプチ
ル、ｎ－オクチル等の直鎖、分岐、環状の炭素数１～２
０、好ましくは１～１２のアルキル基が挙げられる。ア
ルコキシ基としては、メトキシ、エトキシ、ｎ－または
ｉｓｏ－プロポキシ、ｎ－、ｉｓｏ－またはｔｅｒｔ－
ブトキシ、ｎ－、ｉｓｏ－またはｎｅｏ－ペントキシ、
ｎ－ヘキソキシ、シクロヘキソキシ、ｎ－ヘプトキシ、
ｎ－オクトキシ等の直鎖、分岐、環状の炭素数１～２
０、好ましくは１～１２のアルコキシ基が挙げられる。
アリール基としては、フェニル基、ｏ－、ｍ－、ｐ－ト
リル基、１－および２－ナフチル基、アントリル基等の
炭素数６～２０、好ましくは６～１４のアリール基が挙
げられる。アリーロキシ基としては、フェノキシ基、ｏ
－、ｍ－、ｐ－トリロキシ基、１－および２－ナフトキ
シ基、アントロキシ基等の炭素数６～２０、好ましくは
６～１４のアリーロキシ基が挙げられる。
【０００９】前記一般式（２）及び（３）において、Ｒ

3
で表されるアリール基としては、フェニル基、ｏ－、
ｍ－、ｐ－トリル基、１－および２－ナフチル基、アン
トリル基等の炭素数が６～２０、好ましくは６～１４の
アリール基が挙げられる。
【００１０】前記一般式（３）において、Ｘで表される
ハロゲン原子としては、フッ素原子、塩素原子、臭素原
子、ヨウ素原子が挙げられ、特に臭素原子が好ましい。
【００１１】本発明による前記一般式（２）の重合体
は、前記一般式（３）で表される５，１０－ジヒドロ－
５Ｈ－フェナザシリン化合物を、ニッケル錯体を用いて
脱ハロゲン化縮合反応させて重合することによって製造
することができる。
【００１２】ニッケル錯体を用いる前記脱ハロゲン化重
縮合には、この種の反応において通常用いられる種々の
有機溶媒を用いることができる。これを例示すれば、
Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、トルエン、ベンゼン、
テトラヒドロフラン等である。
【００１３】前記ニッケル錯体としては、テトラカルボ
ニルニッケル（０）、ジカルボニルビス（トリフェニル
ホスフィン）ニッケル（０）、ビス（１，５－シクロオ
クタジエン）ニッケル（０）、テトラキス（トリフェニ
ルホスフィン）ニッケル（０）、（η２－エチレン）ビ
ス（トリフェニルホスフィン）ニッケル（０）、テトラ
キス（イソシアン化ｔ－ブチル）ニッケル（０）、
［（１，２，５，６，８，１０－η）－ｔｒａｎｓ，ｔ
ｒａｎｓ，ｔｒａｎｓ－１，５，９－シクロドデカトリ
エン］ニッケル（０）、等を例示することができる。ニ
ッケル錯体は、前記（３）の化合物１当量当り、０．１
～２０当量、好ましくは１～５当量の割合で用いられ
る。
【００１４】また、ニッケル錯体には、支持配位子とし
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て０．１～１０当量の２，２’－ビピリジルやトリフェ
ニルホスフィン等の配位子を加えてもよい。例を挙げれ
ば、ビス（１，５－シクロオクタジエン）ニッケル
（０）に２，２’－ビピリジルを１当量加えて用いる、
ビス（１，５－シクロオクタジエン）ニッケル（０）に
トリフェニルホスフィンを２当量加えて用いる等であ
る。
【００１５】脱ハロゲン化重縮合反応は、溶媒の融点～
溶媒の沸点まで種々の温度で実施できるが、特に０℃～
１００℃程度が望ましい。反応後は、再沈等によって精
製できる。
【００１６】このポリマーの平均重合度ｎは３～３００
００、好ましくは５～１００００である。本発明による
前記一般式（１）で表される５，１０－ジヒドロ－５Ｈ
－フェナザシリン化合物を主鎖骨格とする重合体は、前
記一般式（２）のポリフェナザシリン化合物中のＮ－置
換基－ＣＨ

2
－Ｒ

3
を脱アリールメチル化させ、ＮＨ型の

ポリフェナザシリン化合物とすることにより製造するこ
とができる。この場合、その脱アリールメチル化反応と
しては、従来公知の各種の反応が用いられる。このよう
な反応には、化学的還元反応や、電気化学的還元反応等
が包含される。前記の化学的還元反応では、ベンジルア
ミン誘導体で保護されたアミンの脱アリールメチル化反
応に一般的に用いられている方法、例えば、パラジウム
－炭素、ラネーニッケル、ナトリウム等を触媒として用
いる水素還元方法を挙げることができる。一方、電気化
学的還元反応としては、従来公知の方法を採用すること
ができる。一般式（２）のポリフェナザリンの脱アリー
ルメチル化反応は、種々の形態、例えば、フィルムの形
態や溶液の形態で行うことができる。
【００１７】一般式（２）で示されたポリフェナザシリ
ンのフィルムを電気化学的な還元反応によるＮＨ型のポ
リフェナザシリンに変換する場合、その電解反応に用い
る支持電解質としては一般の電解反応に使用する電解質
を用いることができる。このような電解質としては、例
えば、過塩素酸テトラブチルアンモニウム、過塩素酸ナ
トリウム、テトラフルオロほう酸テトラブチルアンモニ
ウム等が用いられる。電解反応の温度は溶媒の融点～溶
媒の沸点まで種々の温度で実施できる。また、電解反応
に用いる溶媒は一般に電解反応に用いられる溶媒を使用
することができるが、特にアセトニトリルが望ましい。
電解反応における還元電位は化合物のＣＶ測定時に還元
ピークが現れる電位で電解還元反応を行うことができる
が、特に、Ａｇ／Ａｇ+に対して－２Ｖから－４Ｖの範
囲が望ましい。
【００１８】前記一般式（１）及び（２）で表される本
発明の重合体は、有機溶媒に可溶性のものであり、スピ
ンコートなどの簡便な成形加工手法で薄膜化することが
できる。
【００１９】本発明の重合体は、真空蒸着法、スピンコ

6
ート法、キャスト法などの方法により、ＩＴＯなどの電
極上に製膜することにより、エレクトロクロミック素子
及び発光素子として機能する。
【００２０】
【実施例】以下に本発明を実施例により具体的に説明す
るが、本発明はこれらの実施例のみに限定されるもので
はない。
【００２１】実施例１［２，８－ジブロモ－１０，１０
－ジ－ｎ－ブチル－５－（２－ナフチルメチル）－５，
１０－ジヒドロフェナザシリンの合成（一般式３、
Ｒ
1
、Ｒ

2
＝ ｎ－ブチル、Ｒ

3
＝２－ナフチル、Ｘ＝ Ｂ

ｒ）の合成］
４．９４ｇのビス（２，４－ジブロモフェニル）アミン
と２．２５ｇの２－ナフチルブロモメタンと１．０３ｇ
のテトラブチルアンモニウムブロミドと０．６８ｇの水
酸化ナトリウムを１００ｍＬのテトラヒドロフランに溶
かし、２４時間加熱還流した。反応液に水を加えて反応
を止めて抽出した後、シリカゲルのカラムで精製するこ
とによって、３．４０ｇ のビス（２，４－ジブロモフ
ェニル）－（２－ナフチルメチル）アミンを得た。続い
て、氷浴中で１．２９ｇ（２．１ｍｍｏｌ）のビス
（２，４－ジブロモフェニル）－（２－ナフチルメチ
ル）アミンに２０ｍＬののエーテルに懸濁させた後に３
ｍＬのｎ－ブチルリチウムのヘキサン溶液（１．６Ｍ）
を加えた。懸濁液が均一になったところで、さらにジ－
ｎ－ブチルジクロロシランを０・４４ ｇ（２．１ ｍｍ
ｏｌ）加えた。沈殿が生成した後に氷浴を外して１２時
間かくはんした。反応液を水を加えてエーテルで抽出し
た後にシリカゲルのカラムで精製することにより、０．
５１ｇ（０．８４ｍｍｏｌ）の２，８－ジブロモ－１
０，１０－ジ－ｎ－ブチル－５－（２－ナフチルメチ
ル）－５，１０－ジヒドロフェナザシリンを単離した。
得られた化合物は文献未記載の新規化合物であった。
【００２２】元素分析値は以下の通りである。
元素分析値：Ｃ

31
Ｈ
33
Ｂｒ

2
ＮＳｉとしての

計算値：Ｃ，６１．２９；Ｈ，５．４８；Ｎ，２．３１
実測値：Ｃ，６１．１１；Ｈ，５．４０；Ｎ，２．０９
【００２３】ＮＭＲスペクトルデータについては以下の
通りである。
1Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ

3
）：δ６．８－８．０（ｍ， 

１３Ｈ）， ５．４１（ｓ，２Ｈ）， １．０－２．０
（ｍ，１８Ｈ）
13Ｃ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ

3
）：δ１４８．８１，１３

５．７７，１３４．４０，１３３．４５，１３２．９
９，１３２．６３，１２８．９０，１２７．７０，１２
６．４０，１２５．９３，１２４．７６，１２３．９
２，１２２．６４，１１８．２１，１１３．６９，５
６．６５，２６．３８，２５．７８，１３．７６，１
３．６５
29Ｓｉ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ

3
）：δ－２０．１０
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【００２４】実施例２［脱ハロゲン化カップリング反応
によるポリ（１０，１０－ジ－ｎ－ブチル－５－（２－
ナフチルメチル）－５，１０－ジヒドロフェナザシリン
－２，８－ジイル）（一般式２，Ｒ

1
，Ｒ

2
 ＝ ｎ－ブチ

ル，Ｒ
3
＝２－ナフチル）の合成］

窒素雰囲気下でビス（１，５－シクロオクタジエン）ニ
ッケル（０）の０．２８ｇ（１．０ ｍｍｏｌ）に、
１，５－シクロオクタジエン １ ｍＬ を加えた後にト
ルエンを ５ｍＬ加えて懸濁させた。更に２，２’－ビ
ピリジル ０．１６ｇ（１．０ ｍｍｏｌ）を加えてかく
はんした。更に０．４２ｇ（０．７ ｍｍｏｌ） の２，
８－ジブロモ－１０，１０－ジ－ｎ－ブチル－５－（２
－ナフチルメチル）－５，１０－ジヒドロフェナザシリ
ンを加えた後に６０℃に昇温して４８時間かくはんし
た。反応液をメタノールに注ぎ、得られた粉末をろ過し
た。この粉末を水、メタノールの順で洗浄した後にジク
ロロメタンに溶かしてメタノールで再沈殿することによ
り、０．２７ｇ（モノマー単位として０．６０ ｍｍｏ
ｌ）のポリマーを単離した。得られたポリマーはＴＨ
Ｆ、クロロホルム等の一般の有機溶媒に可溶であった。
得られたポリマーは文献未記載の新規化合物であり、数
平均分子量は１００００、重量平均分子量は２４０００
であった。
【００２５】元素分析値は以下の通りである。
元素分析値：Ｃ

31
Ｈ
33
ＮＳｉ・Ｈ

2
Ｏとしての

計算値：Ｃ，７９．９６；Ｈ，７．５８；Ｎ，３．００
実測値：Ｃ，７９．５９；Ｈ，７．２９；Ｎ，２．７９
【００２６】ＮＭＲスペクトルデータについては以下の
通りである。
1Ｈ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ

3
）：δ６．８－８．０（ｍ， 

１３Ｈ）， ５．４（ｓ，２Ｈ）， １．０－２．０
（ｍ，１８Ｈ）
13Ｃ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ

3
）：δ１４９．１５，１３

５．６０，１３３．６１，１３２．６５，１３２．３
２，１３１．８２，１２８．７６，１２６．２９，１２
５．７７，１２４．９１，１２０．４７，１１６．４
７，５６．７９，２６．５５，２６．０９，１４．２
０，１３．７６
29Ｓｉ－ＮＭＲ（ＣＤＣｌ

3
）：δ－２１．１８

【００２７】ＩＲスペクトルのデータは以下の通りであ
る。
ＩＲ（ＫＢｒペレット）３０５０，３００８，２９５
２，２９１９，２８６７，１６３３，１５９０，１５４
０，１５０８，１４５２，１４０７，１３７３，１３１
５，１２６９，１２１４，１０７６，１００４，９６
０，８９０，８６８，８１０，７４１，４７４ｃｍ-1

【００２８】実施例３［高分子反応によるポリ（１０，
１０－ジ－ｎ－ブチル－５，１０－ジヒドロフェナザシ
リン－２，８－ジイル）（一般式１，Ｒ

1
＝Ｒ

2
 ＝ｎ－

ブチル）の合成］

8
３３．５ｍｇのポリ（１０，１０－ジ－ｎ－ブチル－５
－（２－ナフチルメチル）－５，１０－ジヒドロフェナ
ザシリン－２，８－ジイル）を１０ｍＬのテトラヒドロ
フランに溶かし、０．２ｇのナトリウムを加えて撹拌し
た。２４時間撹拌した後に２－プロパノールを加えるこ
とによってナトリウムを失活させた。溶媒を留去させた
後にメタノールを加えてろ過することによって２２．７
ｍｇのポリ（１０，１０－ジ－ｎ－ブチル－５，１０－
ジヒドロフェナザシリン－２，８－ジイル）を得た。得
られたポリマーは文献未記載の新規化合物であり、数平
均分子量は１８０００、重量平均分子量は３２０００で
あった。ＣＤＣｌ

3
中での29Ｓｉ－ＮＭＲはδ－２０．

３８ｐｐｍであり、原料ポリマーの骨格を残したまま反
応が進行していることが確認できた。
【００２９】実施例４［電解還元によるポリ（１０，１
０－ジ－ｎ－ブチル－５，１０－ジヒドロフェナザシリ
ン－２，８－ジイル）（一般式１，Ｒ

1
＝Ｒ

2
 ＝ｎ－ブ

チル）の合成］
ポリマー１ｍｇを２００μｌのジクロロエタンに溶か
し、電極表面にそのポリマー溶液をキャストし、これを
作用極とした。これを対極（白金板）、参照極と共に電
解セル内に配置し、支持電解質として過塩素酸ナトリウ
ム、溶媒として脱水アセトニトリルを用いて－３Ｖ（対
Ａｇ／Ａｇ+）で電解還元を行った。その結果、２－ナ
フチルメチル基が脱離したポリ（１０，１０－ジ－ｎ－
ブチル－５，１０－ジヒドロフェナザシリン－２，８－
ジイル）が得られた。
【００３０】ＩＲスペクトルのデータは以下の通りであ
る。
ＩＲ（ＫＢｒペレット）３４１９，３０５０，３００
８，２９５２，２９１９，２８６７，２８５４，１５９
２，１４５４，１４０７，１３７３，１３１５，１２６
９，１２１５，１１４６，１１１１，１０８８，１００
７，８８１，８６６，８１０，７４１，６２７，４７４
ｃｍ-1

【００３１】実施例５［ポリマーを用いたエレクトロク
ロミック素子］ポリマーのエレクトロクロミック特性の
評価は以下のように行った。ポリマー１ｍｇを２００μ
ｌのジクロロエタンに溶かし、電極表面にそのポリマー
溶液をキャストし、これを作用極とした。これを対極
（白金板）、参照極と共に石英セル内に配置し、支持電
解質として過塩素酸テトラブチルアンモニウム、溶媒と
して脱水アセトニトリルを用い、電位変化におけるポリ
マーの色調変化を観察した。
【００３２】ポリ（１０，１０－ジ－ｎ－ブチル－５－
（２－ナフチルメチル）－５，１０－ジヒドロフェナザ
シリン－２，８－ジイル）（一般式２，Ｒ

1
＝Ｒ

2
＝ｎ－

ブチル，Ｒ
3
＝２－ナフチル）を作用極に用いた場合、

中性ではポリマーの色は無色であったがキャストフィル
ムに引加する電位を高くすることにより無色から黄、
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茶、黒と変化した。
【００３３】ポリ（１０，１０－ジ－ｎ－ブチル－５，
１０－ジヒドロフェナザシリン－２，８－ジイル）（一
般式１，Ｒ

1
＝Ｒ

2
 ＝ｎ－ブチル）を作用極に用いた場

合、中性ではポリマーの色は無色であったがキャストフ
ィルムに引加する電位を高くすることにより無色から
赤、赤紫、紫と変化した。
【００３４】実施例６［ポリマーを用いた有機発光素
子］
図１はエレクトロルミネッセンス素子（発光素子）の概
略断面図を示したものである。透明絶縁性の基板１とし
て、厚さ１．１ｍｍのガラス板を用い、この上に１２０
ｎｍのＩＴＯをスパッタリング法で被膜して陽極２とし
た。この透明導電性基板を使用前に水洗、オゾン洗浄、
プラズマ洗浄により十分に洗浄した。正孔輸送層３とし
て、ポリマーを有機溶媒（１，２－ジクロロエタン、ト
ルエンなど）に溶解し、陽極２にスピンコート法により
４０ｎｍの厚さで成膜した。
【００３５】次に、有機発光層４としてトリス（８－キ
ノリノール）アルミニウムを６０ｎｍ蒸着し、その上面
に陰極５としてＭｇとＡｇを蒸着速度比１０：１で１５
０ｎｍ蒸着した。最後に、封止層６としてＧｅＯを１．
６μｍ蒸着後、ガラス板７を光硬化性樹脂８で接着し密
封した。なお、図中、９は電源、１０はリード線１１は
陰極端子を示す。
【００３６】ポリマーとして（１０，１０－ジ－ｎ－ブ
チル－５－（２－ナフチルメチル）－５，１０－ジヒド*

10
*ロフェナザシリン－２，８－ジイル）（一般式２，Ｒ

1

＝Ｒ
2
＝ｎ－ブチル，Ｒ

3
＝２－ナフチル）を用いた場

合、この素子は５Ｖ以上の直流電圧により緑色に発光
し、１４．５Ｖにおける輝度は１４５０ｃｄ／ｍ2、電
流密度は２８０ｍＡ／ｃｍ2であった。
【００３７】
【発明の効果】本発明によれば、新規なフェナザシリン
化合物が提供され、さらに該化合物を高分子化すること
で、成形加工でも非常に簡便な手法で薄膜化が出来るよ
うな素材の提供が可能となり、さらに発光素子およびエ
レクトロクロミズム素子の構成材料として有用な材料を
提供することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例６で示した発光素子の模式的断面図であ
る。
【符号の説明】
１  基板
２  陽極
３  正孔注入輸送層
４  有機発光層
５  陰極
６  封止層
７  ガラス板
８  接着性材料層
９  電源
１０  リード線
１１  陰極端子

【図１】
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